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【目的】 
 本研究の目的は、プロ野球球団の東京ヤ
クルトスワローズ（以下、スワローズ）が
運営する、Facebookページに焦点を当て、
プロスポーツチームの Facebook ページ参
加者の基本的属性およびファン心理とフ
ァン行動を明らかにすることである。 
 Facebook は全世界に８億人のユーザー
を抱える世界最大の実名性 SNS で、
Facebook ページは、Facebook 上の一種の
コミュニティ機能であり、現在その利用が
ビジネスにおいて注目されている。
Facebook ページの特徴は、誰でも気軽に
参加できること、ユーザー参加型のコンテ
ンツが多いこと、ページへのコメントや
｢いいね！｣(気に入った証のボタン)が
Facebook 上の他ユーザーへも認知される
こと等である。組織が参加者とダイレクト
にコミュニケーションを取ることで、参加
者にとっては組織が身近に、組織にとって
は顧客の生の声をダイレクトに拾うこと
ができる。 

我が国におけるプロスポーツチームの
Facebook ページの利用は、その活用や効
果に対して懐疑的なチームも多いことか
ら、少ないのが現状である。しかしファン
との関係性が極めて重要なスポーツチー
ムにおいては、チームとファンとの距離を
縮め、ファン自らも積極的に参加し、様々
な繋がりや仕組みを創出する Facebook は、
マーケティング手法として発展の可能性
のあるツールである。チームとファンとの
関わりを変え始めているツールの初動に
ついて研究することによって、Facebook
ページの現状を把握し、今後の有効な活用
に向けた課題等を抽出することが期待で
きる。 
 
【方法】 
 スワローズの Facebook ページ参加者約
3,500名（調査時の推定人数）のうち、投
稿に「いいね！」を押した者、コメントを
した者、そして自らウォールに投稿をした
者を対象にインターネット上でのアンケ
ート調査を行った。回収期間は、2011 年
11月 22日から 11月 28日の７日間とした。 
 調査内容は大きく７つに分類し、合計
25 の質問を設定した。回答形式は、一部
自由記述式を除き、選択式を採用した。「地
域貢献活動に対する態度・考え」、「チーム
への愛着」、そして「ファンであることの
表明」等について、Facebook ページ参加
後の心理および行動の変化を５段階で設
定した。そして性別、ページ閲覧頻度、ま
たはロイヤルティのレベル等とクロス集
計を行い、グループ毎の変化を分析した。 
 

【結果】 
 回収したアンケートは 124 部。男性は
73 名の 64.0%、女性は 41 名の 36.0%で、
年齢は 30代が 43.9%と最も多かった。 

スワローズの Facebook ページに参加し
た理由では、「スワローズファンであるこ
とを周りに表明したいから」が最も割合が
高かった。ページの閲覧頻度に関しては、
８割を超える回答者が週に１回以上の頻
度でページに直接アクセスをしていた。複
数回答可とした Facebook ページ利用目的
の回答結果では、「チームや選手の最新情
報を得るため」と答えた者が 91.3％と、
その割合が非常に高かった。 
性別とページ閲覧頻度との関係におい

ては、男性の方が閲覧頻度の多い人の割合
が高いという数字が出た。また、スワロー
ズの地域貢献活動に対する考えの変化で
は、女性の方が男性よりもスワローズの地
域貢献活動に対する評価が高い人の割合
が多かった。 
閲覧頻度グループ毎の試合観戦意欲の

変化については、毎日スワローズの
Facebook ページにアクセスすると答えた
人の 62.1%が、観戦意欲が「高まった」「ど
ちらかと言えば高まった」と回答した。観
戦頻度グループ毎の試合観戦意欲の変化
の割合では、Facebook ページへの積極的
なアクセスが観戦意欲を高める一つの要
因であると考えられる。 

 
【考察】 
 本研究の結果、東京ヤクルトスワローズ
の公式 Facebook ページ参加者の基本的属
性、スワローズとの関係、スワローズの
Facebook ページの利用目的や頻度、参加
後の心理と行動の変化等をある程度明ら
かにすることができた。 
現在、スワローズの Facebook ページに

は独自なコンテンツが少ないため、今後は
Facebook の機能や特性を活かした独自の
コンテンツを用意し、ページ参加者が今よ
りアクティブに参加する仕組みを作るこ
とが求められる。また、利用することで参
加者の行動履歴などの特性に関する情報
を取得できるようなコンテンツを用意す
ることができれば、マーケティングに有効
なツールとしてより活用できるだろう。 
 またスマートフォンの普及が加速して
いるいま、位置情報機能等を利用したコン
テンツで、参加者が外出先でも利用できる
Facebook ページのコンテンツを設けるこ
とも、チームとの接触時間を高めることに
なり、マーケティングとして効果的である
と言える。 


